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留学レポート Study Abroad Report 

 私は、留学というものを一度もしたことがありませんでした。しかし自分が将来なりたい職種について考
えた時英語を学ぶことは必須であると思ったため、今回の留学のプログラムに応募しました。今回僕が経験
し、今後この留学プログラムを応募しようと思われる方に参考になるようなことを項目ごとにいくつかあげ
たいと思います。 

 
『授業』 
まず、事前に府大で行われたプレースメントテストの結果によってクラスが振り分けられました。クラスの

段階はいくつかあり、午前クラスと午後クラスがありますが、実際にモナシュ大学に行ってオリエンテーシ
ョンを受けるまでは自分のクラスがどこなのかはわかりませんでした。 
自分のクラスによって変わってくるかと思いますが、授業自体は文法や単語学習など座学もあれば、クラス

の人やペアとディスカッションを英語で行うなど英語でのインプットと、アウトプットが充実している授業
でした。ただ英語を学ぶというだけではなく、アクテビティを取り入れた英語学習であったため眠くなるこ
とはなく、集中したまま授業を受けることができました。また、フォーマル形式の英文作成方法やインフォ
ーマル形式の英文作成方法など様々なシチュエーションに合わせた英作を学ぶのは初めてだったので非常に
面白かったです。先生との受け答えを英語で行うことはもちろん、議題を与えられそのことについてグルー
プのメンバーとプレゼンテーションを作り、英語で発表したり、他のグループの発表に対してフィードバッ
クを行うという活動もあったため、ライティング、リスニング、スピーキング、リーディング全ての分野に
おいて力がつくと思います。 
 
『ホームステイ』 
私が今回滞在させていただいたホームステイ先の方は 
非常に優しく、すぐに緊張がほぐれました。最初は英 
語に慣れていないため会話するのが難しいかもしれま 
せんが、わからないことは恥ずかしがらずに聞き返す 
ことが良い方法だと思いました。またファミリーがス 
ポーツを見るのが好きで、僕自身もスポーツを見るこ 
とが大好きだったのでスポーツ観戦の機会を生かして 
会話を多く行うことができました。日本のことについ 
て多く聞かれることがあったので、改めて自国の文化 
について考え直すことができました。 
食事では、オーストラリア料理はもちろんのこと、ギ 
リシャ料理やスリランカ料理など今まで食べたことが 
ないような国の料理を作っていただき、どれもとても 
美味しかったです。帰国前日などは家族とパーティを 
して非常に楽しく過ごすことができました。食事面で 
も生活面でも非常によくしていただき、とても満足の 
いく留学生活を送ることができました。 
ホームステイ先によって様々だと思いますが、私は、 
朝ごはん、お昼ご飯ともにホームステイ先の方が用意 
してくれました。 
また、洗濯やシャワーの時間など各家庭によって決まりがあると思います。なのでこのようなハウスルール
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に関しては、事前にメールで確認したり、ホストファミリーに聞いて明確にすることがベストだと思います。 
 
『午後・休日の過ごし方』 
私は学校が午前クラスだったため、午後はカフェに行ったり観光したりメルボルンを味わい尽くすことがで

きました。メルボルンはウォールアートや美術館など街全体が芸術で溢れているため歩くだけでもとても楽
しかったです。その他にも、メルボルンはカフェが有名ということもあり日本に進出していないあらゆるカ
フェに行き、本場のコーヒーを味わうことができました。実際に、買い物や観光をしているときに店員の方
や観光客の方と英語で話すことがあり、学校やホームステイ先以外で英語を使う機会はたくさんありました。 
また、私は家で勉強がはかどらないタイプなので授業で課題が多く出された日などは図書館で勉強していま

した。モナシュ大学の近くに、大きな図書館があり、とても綺麗で集中することができました。この場所を
利用して勉強することもおすすめします。 
 
土曜・日曜は学校もないため遠出することができました。メルボルンはシティから少し離れると多くの観光

名所があります。そのため公共交通機関やレンタカーなどを使い多くの観光名所を回ることができました。
観光だけでなくメルボルンは多文化国家であるため、様々な国の料理が街中いたるところにあり、食事を楽
しむこともできました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『最後に』 
今回の４週間のオーストラリア留学を通して私はとても良い経験ができたともいます。英語力に関してはた

った４週間では力がついたとは言い切ることができません。しかし、この留学を経験したおかげでこれから
の英語学習に対する意欲は確実に高まったと思います。今までは、受験のための英語しか学んできませんで
した。そのためオーストラリアについた当初は英語を話すということに対して非常に緊張感を抱いていたこ
とを今でも覚えています。それでも授業中のクラスメイトや先生との会話、ホストファミリーとの会話を経
験していくうちに次第に英語を話すことに慣れ自信をつけることができました。 
また、英語力に関してだけではなく、自分の将来やりたいこ 
とやそのことに対しての目標設計など自分自身を改めて 
見つめ直すいい機会になりました。クラスには日本人だけで 
はなく中国人やクェート人などあらゆる国の学生が学びにき 
ていました。医者志望や芸術を学びにきているなど、様々な 
目標を持った外国人の学生と会話をすることで、自分の将来 
に対してのモチベーションに繋がりました。それに加えて、 
オーストラリア滞在中、実際に多くの文化に触れることがで 
きたので、視野が広がり、1 つの物事に対して客観的な視点 
を持って考える力を養うことができるようになりました。 

 今回学んできた経験を無駄にすることなく、今後の生活に最大 
 限いかしていこうと思います。 

 
 

 
４週間というとても短い留学の中でも私自身大きく成長することができました。この体験記が今後留学を考えて
いる方の参考になればと思います。 

 
 

  

 


